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報道関係各位 
2007 年 11 月 27 日 

 
 

「アフィリエイト・プログラムに関する意識調査 ２００７年」 

二極化するアフィリエイターと ASP、 

ドロップシッピング、セカンドライフ、レビューアフィリエイトの認知率・利用率・利用意向 他 
 

特定非営利活動法人 アフィリエイトマーケティング協会 
 
特定非営利活動法人（NPO 法人）アフィリエイトマーケティング協会（東京都港区／理事長 柴田健一）

は、このたび、業界として初の試みとなった「アフィリエイト・プログラムに関する意識調査 2005 年」の発

表から 2 年ぶりとなる意識調査として「アフィリエイト・プログラムに関する意識調査 2007 年」を実施し、

本日付でその調査結果を発表した。 
 
この調査は、200７年 9 月 26 日から 10 月 12 日まで間において、株式会社ボーダーズの協力の下、以

下２つの属性に対して調査を行ったもので、アフィリエイト・プログラムの利用年数や収入額、ブログ・携

帯サイトでの活用、ASPのブランド認知実態や満足度、さらに、新しい取組みとしてドロップシッピング、

セカンドライフ、レビューアフィリエイト1、などの認知率・利用率・利用意向等、計 29 項目についてインタ

ーネット上でアンケートを行った。 
 
1．株式会社ボーダーズのリサーチモニター『アンとケイト』の会員約 15,000 人に対するスクリーニング

調査結果から、「アフィリエイト利用経験者」を抽出。（以下、【調査パネル】と呼ぶ。） 
2．弊協会の個人 WEB 会員で協会 SNS（AMA-SNS）への参加者と、第 7 回アフィリエイト･カンファレ

ンス（2007 年 11 月 17 日 弊協会主催）への参加者の合計。（以下、【協会回答者】と呼ぶ。） 
 
■ 調査結果サマリー 

 
【調査パネル】と【協会回答者】の比較において、アフィリエイト・プログラムのメリットに感じる部分の傾向

は似ていたが、【協会回答者】の方が､総じてアフィリエイトに対し期待を持ち、依存度が高く、メリットを

感じている傾向が強い。月毎の収入額においても、【協会回答者】が圧倒的に高く、【調査パネル】では、

「1,000 円未満」が約７割であったが、【協会回答者】においては、5 人に 1 人が「20 万円以上」という結

果や、「100 万円以上」という事業者レベルの収入を得ている回答者が約 5％を占めるなど、二極化して

いるアフィリエイターの傾向を垣間見ることができた。 
一方、携帯サイトでの利用、Web サービス、ドロップシッピング、セカンドライフなど、アフィリエイトに関連

する様々な事象やサービスについては、総じて【協会回答者】の方が認知も関心も高い結果となった。

ただし、レビューアフィリエイトについては、【協会回答者】の方が「認知率」が高いものの、「利用率・今

後の利用意向」は低いという、逆転現象も見られた。 
他方、ＡＳＰブランドの認知率、利用率、満足度等については、2 つの回答者属性間では、傾向が大き

く異なり、特に「好きなＡＳＰブランド 1 位は？」の設問では、顕著な傾向の違いが見られ、【協会回答

者】では、1 位「リンクシェア」、同率 2 位で「エーハチ」「バリューコマース」。【調査パネル】では、1 位「楽

天」、2 位「エーハチ」、3 位「Ａｍａｚｏｎ」という結果となった。また、【協会回答者】では、認知率が約 9 割

以上という圧倒的な率を誇っていたものの、本設問では、下位に甘んじるＡＳＰも数社存在した。 

                                                        
1 レビューアフィリエイト： 
一定の条件を満たした記事をブログ等に掲載するだけで、記事掲載料として報酬が発生するアフィリエイト・プログラムのこと。

「記事を書けば報酬発生」という特徴から、「PPP 型：Pay-Per-Post 型」のアフィリエイト・プログラムとも言われる。 
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■ 調査目的 

 
今回の調査の目的は、2004 年以降注目を集め、利用人口も急増中のアフィリエイト・プログラムの

実態、および利用者の意識を中立的な立場で調査・公表することにより、今後のアフィリエイトマー

ケティング業界の健全な発展と理解を促進し、現状や課題を正しく把握してゆくとともに、将来のある

べき姿を模索し、かつ提唱してゆくことにある。 
 
また、2005 年 9 月に NPO 法人として誕生した協会が、今後、アフィリエイト導入企業（EC サイト）、

個人・法人サイト運営者（アフィリエイター、アフィリエイトサイト）、および両者の仲介を行う企業（ア

フィリエイト・サービス・プロバイダ ASP：Affiliate Service Provider）などの関係者とともに、イベント

やセミナー、業界としてのルール作りといった諸活動を行ってゆく際の基礎データとして活用してゆ

くことにある。 
 
 
■ 調査概要 

 
 【調査パネル】 【協会回答者】 
調査方法 インターネットリサーチ 
スクリーニング調査（3 問） ○ － 
∟有効回答数 15,480 サンプル － 
本調査（29 問） ○ 

※スクリーニングアンケートより、 
「アフィリエイト利用経験者」を抽出 

○ 

∟有効回答数 523 サンプル 158 サンプル 
実施期間 2007 年 9 月 27 日～9 月 29 日 2007 年 9 月 26 日～10 月 12 日 
詳細 株式会社ボーダーズのリサーチモ

ニ タ ー 『 ア ン と ケ イ ト 』 の 会 員 約

15,480 人に対するスクリーニング

調査結果から、「アフィリエイト利用

経験者」を抽出。 

弊協会の個人 WEB 会員で協会

SNS（AMA-SNS）への参加者と、

第 7 回アフィリエイト･カンファレンス

（2007 年 11 月 17 日 弊協会主催）

への参加者の合計。 



■ １．アフィリエイト利用経験が長い【協会回答者】 ～「3 年以上」が 2 人に１人～ 

 
アフィリエイト利用経験年数について、【調査パネル】では、「3 年以上」が 15％に満たない（13.6％）

が、【協会回答者】では、「3 年以上」が、2 人に１人（44.4％）という結果が得られた。さらに、【協会回

答者】では、アフィリエイト利用経験年数が「5 年以上」と答えた、アフィリエイト黎明期からの利用者

が 17.1％も存在していた。 
 
これらの結果より、【調査パネル】は、アフィリエイト利用経験が短い、初心者～中級者、【協会回答

者】は、アフィリエイト利用経験が長い、中級者～上級者が多いことが推察される。 
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Q1：アフィリエイト・プログラムを始めて何年ですか？

24.1%

31.0%

14.6%

18.9%

17.1%

8.0%

20.3% 7.0% 17.1%

36.5%

2.5%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査パネル

(N=523)

協会回答者

(N=158)

1年未満 1年以上～2年未満
2年以上～3年未満 3年以上～4年未満
4年以上～5年未満 5年以上



■ ２．二極化するアフィリエイター 

～【協会回答者】は、5 人に 1 人が「20 万円以上」、【調査パネル】は、「1,000 円未満」が約 7 割～ 

 
月毎の収入額は【協会回答者】が圧倒的に高く、「1,000 円未満」が【調査パネル】では約 7 割

（67.5％）と大部分となるのに対し、【協会回答者】では 20％以下（19.7％）となった。 
 
一方、【協会回答者】では、「20 万円以上」と回答する者が、約 20％（20.3％）存在し、「100 万円以

上」という、事業者レベルの収入を得ている回答者が約 5％（5.1％）という結果となった。 
 
これらの結果より、アフィリエイト初心者～中級者であろう【調査パネル】と、中級者～上級者であろ

う【協会回答者】では、アフィリエイト収入額において、二極化している傾向が推察される。 
 

 

Q17：現在のひと月のアフィリエイトによる収入は、どの程度ですか？

10.8%

43.6%

8.9%

17.8%

13.9%

8.2%

14.6%

4.0%

7.6% 5.1% 9.5% 8.2% 10.8% 4.4%5.1%1.3%

23.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

調査パネル(N=523)

協会回答者(N=158)

収入はない 1000円未満 1000円以上5000円未満

5000円以上1万円未満 1万円以上～3万円未満 3万円以上～5万円未満

5万円以上～10万円未満 10万円以上～20万円未満 20万円以上～50万円未満

50万円以上～100万円未満 100万円以上 その他
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■ ３．「生活のための主要手段」とする回答が非常に高い【協会回答者】 ～依存レベルに違い～ 

 
「あなたにとってアフィリエイト・プログラムとは何ですか？」の設問に対して、「生活のための主要手

段」と回答する者が、【調査パネル】では 1.5％に対して、【協会回答者】では 22.8％となり、圧倒的な

傾向の違いが見受けられた。 
 
また、「将来に期待をもって」と回答する者が、【調査パネル】18.7％に対し、【協会回答者】では

24.7％となり、【協会回答者】の方が、総じてアフィリエイトに対して期待を持っていることが伺える。 
 
これらの結果より、中級者～上級者であろう【協会回答者】では、アフィリエイトに対する依存度や期

待度が大きいことが推察される。 
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Q20：あなたにとってのアフィリエイト・プログラムとは、何です
か？

33.5%

1.5%

22.8%

13.0%

3.2%

18.7%

24.7%

31.0%

3.8%

5.2%

12.0%

30.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査パネル(N=523)

協会回答者(N=158)

副収入の主要手段 生活のための主要手段

皆がやっているからなんとなく 将来に期待をもって

収入もなく期待したほどでない その他

 
 
 



■ ４．リスティング広告の利用にも積極的な【協会回答者】 ～4 倍以上高い～ 

 
リスティング広告の利用者は、【調査パネル】では 5％に満たないが（4.4％）、【協会回答者】では

17.7％となり、【協会回答者】の方が、4 倍以上も高いという結果が得られた。 
 
一方、【調査パネル】では、約 30％（30.6％）の人が「分からない」と回答しており、リスティング広告と

いう集客手法を認知していないことが考えられる。 
 
これらの結果より、中級者～上級者であろう【協会回答者】では、5 人に 1 人がリスティング広告を利

用し、ある一定の費用をかけて集客しているなど、集客面においても積極的な姿勢が伺える。 
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Q18：集客のためにリスティング広告を利用していますか？

17.7%

4.0%

10.8%

54.7%

46.8%

6.3%

11.4%

30.6%

13.3%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査パネル(N=523)

協会回答者(N=158)

利用している 利用したことがあるが、今は利用していない

利用したことがない 利用したくない

わからない

 



■ ５．ブログとアフィリエイトは親和性が高いものの、主要な収益源には、なり難い？ 

 
ブログでのアフィリエイト・プログラム利用率は、【調査パネル】【協会回答者】ともに、約 8 割（80％

弱）であり、ほぼ同じ比率という結果が得られた。 
に、約 8 割（80％

弱）であり、ほぼ同じ比率という結果が得られた。 
  
一方、ブログを主要サイトとする割合が、【調査パネル】では約 6 割（60.8％）、【協会回答者】では半

数以下（45.0％）となっており、【協会回答者】の方が、主要サイトとする割合が低いという結果が得

られた。 

一方、ブログを主要サイトとする割合が、【調査パネル】では約 6 割（60.8％）、【協会回答者】では半

数以下（45.0％）となっており、【協会回答者】の方が、主要サイトとする割合が低いという結果が得

られた。 
  
これらの結果より、ブログとアフィリエイトは親和性が高いものの、主要な収益源とはなり難い可能性

が示唆される。 
これらの結果より、ブログとアフィリエイトは親和性が高いものの、主要な収益源とはなり難い可能性

が示唆される。 
  

 7
  

Q 1 2 ： ブ ロ グ で ア フ ィ リ エ イ ト ・ プ ロ グ ラ ム を 利 用 し て い ま す か ？

7 5 .9 %

1 2 .6 %

1 5 .2 %

9 .4 %

8 .9 %

7 8 .0 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

調 査 パ ネ ル (N = 5 2 3 )

協 会 回 答 者 (N = 1 5 8 )

利 用 し て い る

ブ ロ グ を 持 っ て い る が 利 用 し て い な い
ブ ロ グ を 持 っ て い な い

Q 1 3 ： ブ ロ グ が ア フ ィリ エ イ トの 主 要 サ イ トで す か ？

4 5 .0 %

3 3 .1 %

5 0 .0 %

6 .1 %

5 .0 %

6 0 .8 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

調 査 パ ネ ル (N = 4 0 8 )

協 会 回 答 者 (N = 1 2 0 )

主 要 サ イ ト で あ る 副 サ イ ト で あ る わ か ら な い



■ ６．携帯サイトへの展開にも積極的な【協会回答者】 ～【協会回答者】の方が 20％以上も高い～ 

 
携帯サイトでのアフィリエイト・プログラム利用率は、【調査パネル】では 10％未満（7.1％）、【協会回

答者】では約 30％（27.8％）となった。 
 
これらの結果より、携帯サイトでのアフィリエイト・プログラムは十分に浸透しているとは言えないもの

の、【協会回答者】の方が 20％以上も高いということから、今後の利用が見込まれる新市場である可

能性が高いと予想される。 
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Q14：携帯向けサイトでアフィリエイト・プログラムを利用してい

ますか？

27.8%

92.9%

72.2%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査パネル(N=523)

協会回答者(N=158)

利用している 利用していない

 



■ ７．アフィリエイト関連の新しい流れに対する【調査パネル】と【協会回答者】の違い 

 
以下の、3 つの設問では、【協会回答者】の方が、「認知率・利用率・今後の利用意向」の全てにお

いて高いという結果が得られた。 
 

①「Webサービス」 
②「ドロップシッピング」 
③「セカンドライフ」 

 
一方、以下の設問では、【協会回答者】の方が「認知率」が高いものの、「利用率・今後の利用意

向」は低いという結果が得られた。 
  

④「レビューアフィリエイト」 
 
 

 

■７－①．Web サービスの利用に積極的な【協会回答者】 ～【協会回答者】では、３割が利用～ 

 
Web サービスの利用率は、【調査パネル】では約 20％（18.4％）、【協会回答者】では約 30％

（27.8％）という結果が得られた。 
 
一方、【調査パネル】では 26.8％が Web サービスを「分からない」と回答したのに対し、【協会回答

者】では、13.3%と低い。 
 

Q19：あなたはWebサービスを利用してアフィリエイトサイトを
作成していますか？

27.8%

8.0%

8.2%

43.6%

48.7%

3.3%

1.9%

26.8%

13.3%

18.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調査パネル(N=523)

協会回答者(N=158)

利用してい る 利用したことがあるが、今は利用してい ない

利用したことがない 利用したくない

わからない
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■７－②．ドロップシッピングにも積極的な【協会回答者】 ～【協会回答者】では、2 割が利用～ 
 

ドロップシッピングの認知率は、【調査パネル】が約 6 割（58.5%）に対し、【協会回答者】が 9 割以上

となる 96.2%と、顕著な違いが見られた。 
 
利用率においても、【調査パネル】3.8%に対し、【協会回答者】は約 20％（19.6％）と圧倒的に多く、

「今後の利用意向」においても、【調査パネル】24.5%に対し、【協会回答者】では、約半数（44.7％）

が、「ぜひ利用したい」または「利用したい」と回答した。 
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Q 2 1 ： ド ロ ッ プ シ ッ ピ ン グ を聞 い た こ と が あ り ま す か ？

3.8%

38 .4%

39 .2%

16 .3%

37 .3%

3 .8%

19 .6%

41 .5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調 査 パ ネ ル (N= 5 2 3 )

協 会 回 答 者 (N= 1 5 8 )

聞 い た こ とが な い ・ 知 ら な い 聞 い た こ とは あ る

あ る 程 度 知 っ て い る 実 際 に 利 用 して い る

Q 2 2 ： ド ロ ッ プ シ ッ ピ ン グ を利 用 し た い で す か ？

18.4%

18 .0%

26 .3%

21 .9%

24 .3%

9 .8%

13 .2%

43 .8%

17 .8%

6 .5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

調 査 パ ネ ル (N = 3 0 6 )

協 会 回 答 者 (N = 1 5 2 )

ぜ ひ 利 用 した い 利 用 した い あ ま り 利 用 した くな い 利 用 した くな い わ か ら な い

 



■７－③．セカンドライフも、早くウォッチしている【協会回答者】 ～【協会回答者】の認知率８０％～ 

 
セカンドライフの認知率は、【調査パネル】では約 70％（67.9%）に対し、【協会回答者】では約 80％

（80.4％）となっており、【協会回答者】の方が高い。 
 
セカンドライフ内でアフィリエイト・プログラムがあれば利用してみたいとした「今後の利用意向」につ

いて、「ぜひ利用したい」または「利用したい」と回答したのは、【調査パネル】27.3％、【協会回答

者】33.2％となり、若干ではあるが【協会回答者】の方が前向きな結果が得られた。 
 

 

Q 2 7 ： 仮 想 世 界 S e c o n d L ife を 聞 い た こ と が あ り ま す か ？

1 9 .6 %

3 5 .9 %

3 9 .9 %

2 8 .5 %

3 2 .9 %

3 .4 %

7 .6 %

3 2 .1 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

調 査 パ ネ ル (N = 5 2 3 )

協 会 回 答 者 (N = 1 5 8 )

聞 い た こ と が な い ・ 知 ら な い 聞 い た こ と は あ る

あ る 程 度 知 っ て い る 実 際 に 利 用 し て い る

Q 2 8 ： 仮 想 世 界 S e c o n d L ife の 中 で ア フ ィ リ エ イ ト プ ロ グ ラ ム
が あ れ ば 、 使 い た い で す か ？

9 .4 %

2 1 .4 %

2 2 .8 %

1 6 .3 %

2 1 .3 %

2 1 .1 %

1 5 .7 %

3 5 .2 %

3 0 .7 %

5 .9 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

調 査 パ ネ ル (N = 3 5 5 )

協 会 回 答 者 (N = 1 2 7 )

ぜ ひ 利 用 し た い 利 用 し た い あ ま り 利 用 し た く な い 利 用 し た く な い わ か ら な い
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■７－④．意見が分かれるレビューアフィリエイト ～【協会回答者】の方が認知は高いが利用意向が低い～ 

 
レビューアフィリエイトの認知率は、【調査パネル】76.1％、【協会回答者】88.6％と、【協会回答者】

の方が、約 10％程度高い。 
 
一方、レビューアフィリエイトの利用率は、【調査パネル】24.9％、【協会回答者】21.5％となり、認知

率と利用率が逆転し、【協会回答者】の方が低いという結果が得られた。この逆転現象は、「今後の

利用意向」においても同様で、「ぜひ利用したい」または「利用したい」と回答したのは、【調査パネ

ル】48.5％、【協会回答者】38.6％となり、【協会回答者】の方が低いという結果が得られた。 
 

 

Q 2 4 ： レ ビ ュ ー ア フ ィ リ エ イ ト を 聞 い た こ と が あ り ま す か ？

1 1 .4 %

3 3 .3 %

2 4 .7 %

1 8 .0 %

4 2 .4 %

2 4 .9 %

2 1 .5 %

2 3 .9 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

調 査 パ ネ ル (N = 5 2 3 )

協 会 回 答 者 (N = 1 5 8 )

聞 い た こ と が な い ・ 知 ら な い 聞 い た こ と は あ る

あ る 程 度 知 っ て い る 実 際 に 利 用 し て い る

Q 2 5 ： レ ビ ュ ー ア フ ィ リ エ イ ト を 利 用 し た い で す か ？

1 5 .7 %

2 7 .9 %

2 2 .9 %

2 8 .6 %

3 5 .7 %

4 .5 %

1 8 .6 %

1 8 .3 %

7 .1 %

2 0 .6 %

0 % 2 0 % 4 0 % 6 0 % 8 0 % 1 0 0 %

調 査 パ ネ ル (N = 3 9 8 )

協 会 回 答 者 (N = 1 4 0 )

ぜ ひ 利 用 し た い 利 用 し た い あ ま り 利 用 し た く な い 利 用 し た く な い わ か ら な い
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■ ８．ＡＳＰブランドの認知率は、いずれのブランドも【協会回答者】が圧倒的に高い。 

～【調査パネル】での１位「楽天」、2 位「Ａｍａｚｏｎ」では、２つの回答者属性で認知率が接近～ 

 
ＡＳＰブランドの認知率は、いずれのブランドも【協会回答者】の方が圧倒的に高い。 
 
【協会回答者】では、以下のＡＳＰ9 社（図表左から、「リンクシェア」、「バリューコマース」、「アクセス

トレード」、「エーハチネット」、「トラフィックゲート」、「電脳卸」、「ジャネット」、「Ａｍａｚｏｎアソシエイト」、

「楽天アフィリエイト」）については、認知率が約 9 割以上と、圧倒的な認知率を誇る。 
 
【調査パネル】での認知率 1 位「楽天」（88.9％）、2 位「Ａｍａｚｏｎアソシエイト」（76.3％）では、3 位以

下のＡＳＰブランドと比較して、一段高いという結果であった。 
 
また、２つの回答者属性間で認知率においては、ある一定の相関関係が伺える。 
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Ｑ2：以下の中で、聞いたことがある ASP はどれですか？（複数選択可） 

 
 
 
 
 
 



■ ９．ＡＳＰブランドの利用率においても、いずれのブランドも【協会回答者】が圧倒的に高い。 

～【協会回答者】は、1 位【エーハチ】、6 位までは接戦。 【調査パネル】は、1 位「楽天」、2 位「Ａｍａｚｏｎ」～ 

 
ＡＳＰブランドの利用率においても、認知率と同様に、いずれのブランドも【協会回答者】の方が圧

倒的に高い。 
 
【協会回答者】の利用率においては、1 位「エーハチネット」（86.1％）、以下 6 位までは僅差であるが、

2 位「バリューコマース」（81.6％）、同率 3 位「リンクシェア」「Ａｍａｚｏｎアソシエイト」（81.0％）、5 位

「アクセストレード」（80.4％）、6 位「楽天アフィリエイト」（78.5％）と続く。 
 
【調査パネル】の利用率においては、1 位「楽天アフィリエイト」（66.7％）、2 位「Ａｍａｚｏｎアソシエイ

ト」（55.6％）、3 位「エーハチネット」（47.6％）という結果であった。 
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Ｑ3：利用したことがあるＡＳＰと満足度（5 段階）はいかがですか？ 

 
 
 



■ １０．各ＡＳＰブランド満足度は、【調査パネル】と【協会回答者】で傾向が異なる 

 
ASP 満足度については、【調査パネル】では、ASP ブランド間の満足度の差が小さく、【協会回答

者】は逆に、ASP ブランド間の差が大きいという傾向が見られた。 
 
特に、「リンクシェア」と「バリューコマース」については違いが顕著で、【協会回答者】の方が、満足

度が高い。 
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Q3: 利用したことがあるASPと満足度（5段階）はいかがですか？ 

 

【調査パネル】 

7.2%

7.1%

9.8%

9.6%

2.6%

2.2%

5.3%

4.5%

6.6%

8.5%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

0.0%

0.0%

0.0%

10.7%

0.0%

0.0%

0.0%

6.7%

2.9%

3.8%

7.5%

0.0%

3.8%

11.8%

26.5%

17.2%

28.6%

32.1%

21.9%

17.8%

22.8%

24.7%

21.5%

14.9%

13.5%

11.5%

13.9%

9.7%

0.0%

10.0%

9.1%

17.6%

14.3%

50.0%

15.4%

14.3%

13.3%

14.3%

3.8%

10.0%

50.0%

23.1%

5.9%

45.8%

52.7%

46.6%

40.6%

50.0%

48.9%

52.6%

53.3%

53.0%

48.9%

48.6%

61.5%

38.9%

45.2%

40.0%

50.0%

36.4%

50.0%

67.9%

16.7%

50.0%

57.1%

46.7%

60.0%

73.1%

52.5%

0.0%

36.5%

41.2%

15.7%

16.0%

11.3%

14.5%

18.4%

16.7%

12.3%

13.1%

13.2%

17.0%

21.6%

19.2%

33.3%

25.8%

33.3%

20.0%

45.5%

20.6%

7.1%

16.7%

19.2%

14.3%

20.0%

20.0%

7.7%

27.5%

50.0%

25.0%

17.6%

4.8%

7.1%

3.8%

3.2%

7.0%

14.4%

7.0%

4.5%

5.7%

10.6%

16.2%

7.7%

13.9%

19.4%

20.0%

20.0%

9.1%

11.8%

0.0%

16.7%

15.4%

14.3%

13.3%

2.9%

11.5%

2.5%

0.0%

11.5%

23.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

かなり満足 満足 普通 不満 かなり不満
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Q3: 利用したことがあるASPと満足度（5段階）はいかがですか？ 

 

【協会回答者】 

20.3%

10.1%

10.2%

11.8%

4.4%

3.4%

5.3%

12.5%

9.7%

11.9%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.3%

0.0%

0.0%

0.0%

6.9%

5.7%

2.7%

0.0%

0.0%

1.9%

7.7%

34.4%

38.0%

37.0%

27.2%

14.2%

13.6%

10.5%

24.2%

29.0%

19.0%

15.0%

14.3%

2.2%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

5.7%

11.4%

7.7%

3.3%

13.3%

17.2%

25.7%

5.4%

14.3%

14.3%

7.5%

30.8%

26.6%

28.7%

44.1%

41.2%

49.6%

49.2%

52.6%

39.1%

38.7%

50.0%

48.3%

33.3%

47.8%

41.9%

32.1%

52.9%

45.8%

68.6%

50.0%

65.4%

50.0%

60.0%

48.3%

42.9%

62.2%

67.9%

42.9%

56.6%

53.8%

14.1%

20.2%

7.1%

16.2%

23.9%

24.6%

21.1%

18.0%

13.7%

14.3%

25.0%

52.4%

41.3%

41.9%

57.1%

41.2%

37.5%

20.0%

15.9%

19.2%

30.0%

20.0%

27.6%

22.9%

24.3%

10.7%

28.6%

13.2%

7.7%

4.7%

3.1%

1.6%

3.7%

8.0%

9.3%

10.5%

6.3%

8.9%

4.8%

11.7%

0.0%

8.7%

16.1%

10.7%

5.9%

16.7%

5.7%

20.5%

7.7%

16.7%

6.7%

0.0%

2.9%

5.4%

7.1%

14.3%

20.8%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

　　　　　　　リンクシェア　　　　　　　　　

　　　　　バリューコマース　　　　　　　

　　　　　　アクセストレード　　　　　　　

　　　　　　エーハチネット　　　　　　　　

　　　　　　トラフィックゲート　　　　　　

　　　　　　　　電脳卸　　　　　　　　　　　

　　　　　　　ジャネット　　　　　　　　　　

　　　　　Amazonアソシエイト　　　　　　　

　　　　　　楽天アフィリエイト　　　　　　　

　　　　　アフィリエイトパーク　　　　　

　　　　　　アフィリエイト2.0　　　　　　　　

　　　　　　　アドリンク　　　　　　　　　

　　　　　バナーブリッジ　　　　　　　　

　　　　　　1億人.com　　　　　　　　　

　　　　　　マセルネット　　　　　　　

　　　　　ネットアライアンス　　　　　　

　　　　　　　　リーフィ　　　　　　　　　

　　　　　　　クロスエー　　　　　　　　

ケンコーコムアフィリエイトプログラム

　　　　　　Fujisan.co.jp 　　　　　　　

　　　　　コムズリンクスタッフ　　　　　　

　　　　　　　　AFM　　　　　　　　　　

　　　　　　　Smart-C　　　　　　　　　

　　　　ポケットアフィリエイト　　　　

　　　　　　モバハチネット　　　　　　

　　　　　　　Affiliate-B　　　　　　　　

　　　　　　VERSion-M　　　　　　　

　　　　　　インフォカート　　　　　　

　　　　　　　その他　　　　　　　　　

かなり満足 満足 普通 不満 かなり不満

 
 



■ １１．好きなＡＳＰブランド 1 位は、2 つの回答者属性間で、顕著な傾向の違いが見られる。 

～【協会回答者】は、1 位「リンクシェア」、同率 2 位で「エーハチ」「バリューコマース」～ 

～【調査パネル】は、1 位「楽天」、2 位「エーハチ」、3 位「Ａｍａｚｏｎ」と続く～ 

 
好きなＡＳＰブランド 1 位については、「認知率」、「利用率」の調査結果以上に、2 つの回答者属性

間で、顕著な傾向の違いが見られた。 
 
【協会回答者】にて、好きな ASP ブランド 1 位に選出されたＡＳＰは、1 位「リンクシェア」（22.2％）、

同率 2 位で「エーハチネット」、「バリューコマース」（14.6％）、4 位「アクセストレード」（11.4％）と続く。 
 
【調査パネル】にて、好きな ASP ブランド 1 位に選出されたＡＳＰは、1 位「楽天」（23.9％）、2 位「エ

ーハチネット」（15.9％）、3 位「Ａｍａｚｏｎアソシエイト」（14.1％）という結果であった。 
 
一方、「トラフィックゲート」、「電脳卸」、「ジャネット」の 3 つのＡＳＰは、【協会回答者】での認知率が、

約 9 割以上と圧倒的な認知率（前述の設問にて）を誇っていたものの、1 位のＡＳＰを 1 社選択する

という本設問では、下位に低迷するという結果であった。  
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Ｑ4：好きなＡＳＰブランド 1 位はどこですか？ 

 
 
 



■ １２．収入面以外のアフィリエイト・プログラムの側面 

～２つの属性ともに、1 位「収入面」、2 位「節約の一手段」、3 位は「モチベーション維持向上」～ 

～【協会回答者】は、「友達が増えた」と回答する比率が、【調査パネル】に比べて一段高い～ 

 
【協会回答者】、【調査パネル】ともに、1 位は、『収入面』として「自分のサイトから収入を得ることが

できる」、2 位は『節約の一手段』として、「自己購入できる（自身のサイトのアフィリエイトリンクに自ら

アクセスして商品やサービスを購入したり、ASP の管理画面から自己購入したりすること。）」、3 位は、

『精神面』として、「サイト運営のモチベーション維持向上に繋がる」であった。 
位は、

『精神面』として、「サイト運営のモチベーション維持向上に繋がる」であった。 
これらの結果より、一般生活者の購買行動とは、異なるアフィリエイターならではの『節約』の効用を

も意識した購買行動が伺える。 
これらの結果より、一般生活者の購買行動とは、異なるアフィリエイターならではの『節約』の効用を

も意識した購買行動が伺える。 
  
一方、「友達が増えた」とする回答者は、【調査パネル】では 2.7％であったが、【協会回答者】は、約

30％（29.1％）となり､大きな傾向の違いが見られた。これらの結果より、インターネットだけで完結す

ると思われがちなアフィリエイト・プログラムであるが、【協会回答者】は､ＡＳＰが定期的に開催してい

るリアルな展示会や、弊協会が主催するカンファレンスやＳＮＳ、オフ会等を通じて、『コミュニケーシ

ョン面』も重視している傾向を垣間見ることが出来る。 

一方、「友達が増えた」とする回答者は、【調査パネル】では 2.7％であったが、【協会回答者】は、約

30％（29.1％）となり､大きな傾向の違いが見られた。これらの結果より、インターネットだけで完結す

ると思われがちなアフィリエイト・プログラムであるが、【協会回答者】は､ＡＳＰが定期的に開催してい

るリアルな展示会や、弊協会が主催するカンファレンスやＳＮＳ、オフ会等を通じて、『コミュニケーシ

ョン面』も重視している傾向を垣間見ることが出来る。 
  
他方、【協会回答者】の約 20％（18.4％）は、「企業の販促活動の一部を担っている気持ちになれ

る」ことをメリットに感じており、「社会参加意識」を持ってアフィリエイト・プログラムを利用している人

の存在も浮かび上がった。 

他方、【協会回答者】の約 20％（18.4％）は、「企業の販促活動の一部を担っている気持ちになれ

る」ことをメリットに感じており、「社会参加意識」を持ってアフィリエイト・プログラムを利用している人

の存在も浮かび上がった。 
  

  

Q16：アフィリエイト・プログラムでメリットに感じることは、何ですか？（複数選択可）

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

100.0%

調査パネル(N=523) 72.1% 25.2% 35.0% 2.7% 24.5% 6.1% 1.1% 14.0%

協会回答者(N=158) 80.4% 44.3% 48.1% 29.1% 33.5% 18.4% 10.1% 5.7%

自分のサイトから収

入を得ることができる

サイト運営のモチ

ベーション維持向上

に繋がる

自己購入（自分が掲

載したアフィリエイト

のリンク先に、自らア

友人が増えた
商品画像を自分のサ

イトで利用できる

企業の販促活動の

一部を担っている気

持ちになれる

その他 特になし･わからない

 18



 19

■ その他 

 
今回の調査においては、上記設問の他に以下のような多数の設問を設け、その結果を分析するこ

とで、現在アフィリエイト・プログラムを利用しているユーザの行動や意識などの実態について、多面

的に捉える調査結果レポート（全６１ページ）を作成した。 
 

・アフィリエイト・プログラムを活用しているジャンル、今後活用したいジャンル（全 19 ジャンル） 
・アフィリエイト・プログラムのメリット／デメリット 
・ドロップシッピングの利用意向とその理由（フリー記述） 
・レビューアフィリエイトの利用意向とその理由（フリー記述） 
・好きなＡＳＰブランド 1 位とその理由（フリー記述） 
・好きなＡＳＰブランド 2 位とその理由（フリー記述） 
・好きなＡＳＰブランド 3 位とその理由（フリー記述） 
・2008 年のアフィリエイト業界を「ズバリ一言｣で表すと？（フリー記述） 
 
※ なお、【調査パネル】においては､以下 7 つの属性データも取得している。 

性別（2 分類）、年齢（11 分類）、都道府県（47 分類）、地域 （8 分類）、職業（11 分類）、

未既婚（2 分類）、世帯年収（11 分類） 
 
 
■ 今後の展開 

 
アフィリエイトマーケティング業界の健全な発展と理解を促進し、現状や課題を正しく把握してゆく

一助とするため、調査結果レポート（全６１ページ）だけでなく、アンケートで収集した生データにつ

いても、弊協会の法人正会員に対して、無償にて公開することとする。 
 

 
【特定非営利活動法人 アフィリエイトマーケティング協会】 

所在地  ： 東京都港区西麻布 4-3-11 泉西麻布ビル 2F 株式会社ベンチャーリパブリック内 
理事長 ： 柴田 健一 
設立 ： 2005 年 9 月 6 日 （NPO 法人としての登記日） 
URL   ： http://affiliate-marketing.jp/ 
「協会SNS」 ： http://affiliate-marketing.jp/sns/ 

 
調査協力 【株式会社 ボーダーズ】  

本社所在地 ： 東京都新宿区住吉町 6-6 日本メータービル 3Ｆ 
社長 ： 萩野 郁夫 
URL ： http://borders.jp/ 
「アンとケイト」 ： http://www.ann-kate.jp/ 
 
 
 

― 以 上 ―

http://affiliate-marketing.jp/
http://affiliate-marketing.jp/sns/
http://borders.jp/
http://www.ann-kate.jp/


 20

 

■ スクリーニングアンケートの設問一覧（３問） 

 
Q1 アフィリエイト・プログラムを聞いたことがありますか？                                      
Q2 今後、アフィリエイト・プログラムを利用したいですか？                                     
Q3 アフィリエイト・プログラムを始めて何年ですか？                                          

 
 
■ 本調査の設問一覧（２９問） 

 
Q1 アフィリエイト・プログラムを始めて何年ですか？                                          
Q2 以下の中で、聞いたことがある ASP はどれですか？（複数選択可）                          
Q3 利用したことがある ASP と満足度（5 段階）はいかがですか？                               
Q4 【1 位の ASP】                                                                     
Q5 1 位の ASP に関して、その理由をお答え下さい。                                        
Q6 【2 位の ASP】                                                                     
Q7 2 位の ASP に関して、その理由をお答え下さい。                                        
Q8 【3 位の ASP】                                                                     
Q9 3 位の ASP に関して、その理由をお答え下さい。                                        
Q10 どのジャンルのアフィリエイト・プログラムを活用されていますか？（複数選択可）                
Q11 今後どのようなジャンルのアフィリエイト・プログラムを活用したいですか？（複数選択可）         
Q12 ブログでアフィリエイト・プログラムを利用していますか？                                   
Q13 ブログがアフィリエイトの主要サイトですか？                                             
Q14 携帯向けサイトでアフィリエイト・プログラムを利用していますか？                            
Q15 アフィリエイト・プログラムで不満に感じることは、何ですか？（複数選択可）                    
Q16 アフィリエイト・プログラムでメリットに感じることは、何ですか？（複数選択可）                   
Q17 現在のひと月のアフィリエイトによる収入は、どの程度ですか？                              
Q18 集客のためにリスティング広告を利用していますか？                                      
Q19 あなたは Web サービスを利用してアフィリエイトサイトを作成していますか？                   
Q20 あなたにとってのアフィリエイト・プログラムとは、何ですか？                                
Q21 ドロップシッピングを聞いたことがありますか？                                           
Q22 ドロップシッピングを利用したいですか？                                               
Q23 それはなぜですか？                                                                
Q24 レビューアフィリエイトを聞いたことがありますか？                                         
Q25 レビューアフィリエイトを利用したいですか？                                             
Q26 それはなぜですか？                                                                
Q27 仮想世界 SecondLife を聞いたことがありますか？                                        
Q28 仮想世界 SecondLife の中でアフィリエイト・プログラムがあれば、使いたいですか？             
Q29 2008 年のアフィリエイト業界を、「ズバリ一言」で表すと？（20 文字以内）                      

 



 

本件に関するお問合せ 

 

特定非営利活動法人 アフィリエイトマーケティング協会 
 
広報担当 ： 柴田、森本、小林 
E-Mail  ： press@affiliate-marketing.jp 
問合せフォーム ： http://affiliate-marketing.jp/contactus/ 
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